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平成２９年度 歯と口の健康週間にあたって 

 

 

日本歯磨工業会（会長 濱田和生）では、来る６月４日から始まる歯と口の健康週間（６月４日～  

１０日）に向けて、例年どおり、口腔衛生を呼びかける歯と口の健康啓発ポスターを制作し、全国にお

届けします。 

本リリースでは、名称変更から５年目を迎える「歯と口の健康週間」に関連する取り組みと当工業会

の活動についてご紹介します。 

 

 

『歯と口の健康週間の沿革』 

「歯と口の健康週間」の前身である「歯の衛生週間」は、国民に対する歯科衛生思想の普及運動とし

て、昭和３年６月４日に「むし歯予防デー」の名称で行われたのに始まり、以後、戦時中一時中断しま

したが、昭和２４年から週間行事となりました。昭和２７年には６月４日から１０日までの１週間に定

められ、昭和３３年より「歯の衛生週間」として毎年実施されるようになり、平成２５年より「歯と口

の健康週間」として新たにスタートしました。 

 

 

『平成２９年度 歯と口の健康週間について』 

 目 的：この週間は、歯と口の健康に関する正しい知識を国民に対して普及啓発するとともに、歯科

疾患の予防に関する適切な習慣の定着を図り、併せてその早期発見及び早期治療等を徹底

することにより歯の寿命を延ばし、もって国民の健康の保持増進に寄与することを目的と

する。 

標 語：「『おいしい』と『元気』を支える 丈夫な歯」 

      （木更津市立中郷中学校３年 栗原明透さんの作品） 

本年度の重点目標 

「生きる力を支える歯科口腔保健の推進 

  ～生涯を通じた８０２０運動の新たな展開～」 

歯と口は国民が健康に生きていく力を支えるものであり、歯科疾患の予防や歯と口の健康

を保持する取り組みを進める必要があることから、「生きる力を支える歯科口腔保健の推

進」を重点目標とする。 

実施期間：平成２９年６月４日（日）～同年６月１０日（土）まで 

主 催：厚生労働省、文部科学省、日本歯科医師会、日本学校歯科医会 

 

 



 

＜１＞平成２９年度 歯と口の健康啓発ポスターの配布 

 

当工業会では、例年どおり今年も口腔衛生を呼びかけるポスターを制作し、全国にお届けいたします。 

 

『企画・制作』 

厚生労働省、文部科学省、日本歯科医師会、日本学校歯科医会及び日本歯磨工業会 

『デザイン』    アランジアロンゾ （Ｂ３サイズ 多色刷り） 

『平成２９年度 標語』 

「『おいしい』と『元気』を支える 丈夫な歯」 

【日本学校歯科医会】が募集した小中学校の標語の中から 

木更津市立中郷中学校３年 栗原明透さんの作品が選定されました。 

「８０２０運動を進めよう」（厚生労働省・日本歯科医師会が提唱する口腔保健の目標） 

「一生、自分の歯で食べよう」（日本歯科医師会の標語） 

「午後のスタートハミガキから」（日本歯磨工業会の標語） 

『配 布』 

ポスター２７万枚を作成し、全国の小・中学校をはじめ、保健所、歯科医院、各関係官庁、協力団体

などへ配布し、口腔保健の大切さ、毎食後の歯みがきの大切さを呼びかけています。 

『活 用』 

このポスターは、歯と口の健康週間だけでなく、「口腔保健の必要性を訴求する年間ポスター」とし

てご活用をお願いしています。「歯と口の健康週間（６月４日～１０日）」後は、下部の日付部分を

切り取って、ご使用いただけるレイアウトにしています。 

 

      

平成２９年度 歯と口の健康啓発ポスター 



 

＜２＞ホームページからの情報発信について 

 

「みがこうネット」では、新たなコンテンツの追加、情報の更新など、生活者のみなさまへ歯や歯磨

に関する情報を発信しています。また、「工業会サイト」では、会員各社の製品一覧や歯磨出荷統計の

掲載など工業会の活動の様子を適時伝えています。【 http://www.hamigaki.gr.jp/ 】 

 

１．コンテンツの提供手段の拡大 

みがこうネットの歯みがき啓発情報を Web 上だけでなく、より広く活用いただくために、Web 掲載

内容を抜粋し、印刷して配布も可能な「歯みがき啓発情報」ＰＤＦ版を制作し、「工業会サイト」に掲

載しています。 

今年のＰＤＦ版では、子どもの歯みがきＱ＆Ａから抜粋して追加します。印刷して配布・掲示しやす

いようレイアウトしていますので、必要なものをダウンロードして歯と口の健康週間の啓発活動にご活

用いただけます。 

 

◎ 印刷して使う「歯みがき啓発情報」ＰＤＦ ダウンロードページＵＲＬ 

  http://www.hamigaki.gr.jp/hamigaki1/keihatsu.html 

 

 

２．「みがこうネット」のコンテンツ制作・更新予定 

（１）キャンペーンの実施 

読者も参加できるインタラクティブな企画に取り組み、歯磨および関連情報への 

理解促進をはかる 

①歯と口の健康週間企画「標語募集キャンペーン」の継続実施（４月～６月） 

    ②「クイズに答えて『歯カセ』になろう！歯みがきクイズキャンペーン」 

の継続実施（８月～１０月） 

（２）各コンテンツの企画案 

 ①コンテンツの企画、継続 

・ファミリー広場 おかずレシピの連載（年１回更新） 

・ＯＬカフェ おやつレシピ（年１回更新） 

・はみがき学級 はみがきカレンダー（年４回更新） 

・がんばれ！みがく君 （年２回更新） 

・メールマガジンの継続発行（キャンペーン開始・新コンテンツの告知） 

 （３）スマートフォン向けページの充実 

・スマートフォンページでの閲覧者が全体の３９％となり、すでにスマホ対応実施済のキャ

ンペーン、はみがきＱ＆Ａに続いて、「パパ・ママ・キッズ歯育て講座」、動画コンテンツ

の「がんばれ！みがく君」のスマホ対応を進める 

 

 

 

 

http://www.hamigaki.gr.jp/
http://www.hamigaki.gr.jp/hamigaki1/keihatsu.html


 

３．歯と口の健康週間企画 

 

●第１７回標語募集キャンペーン 

 歯と口の健康週間に合わせ、「歯の大切さ、口の健康の大切さを言葉にしてみませんか」をテーマに 

標語を募集し、歯と口の健康の関心を喚起すると共に歯磨の重要性を啓発します（４月１日～６月 

３０日の３ヶ月間で実施中）。 

最優秀賞の他に、優秀賞、ユニーク賞、ファミリー賞、佳作に選ばれた２６作品の作者の方には、賞 

金や記念品を贈呈し、最優秀作品は、当工業会の標語として幅広く活用していきます。また、キッズ 

チャレンジ賞６作品（キッズ最優秀賞とキッズ優秀賞）は、今回も同様に継続します。本年は、昨年 

度の応募作品総数 12,045 作品を上回る応募を目指します。 

 

 

＜３＞ 啓発冊子の配布 

 

当工業会では、オーラルケアに関する情報冊子や書籍の発行、キャンペーンや標語募集、さらには、

インターネットのホームページをとおして、さまざまなオーラルケアの啓発情報を発信しています。 

 

●「歯を守る—健やかな生活は口腔保健から」（Ａ４版 ２９頁、イラスト・図版多用） 

保健指導者向けテキスト「歯を守る—健やかな生活は口腔保健から」は、全身の健康の維持増進と  

それに関わる口腔保健の重要性、さらにはオーラルケアの具体的なあり方（歯磨剤の働き、効果的な

歯みがき方法等）などについて、理解と認識を持っていただくことを目的に制作しています。 

●「歯磨剤の科学」（Ｂ５版 ４３頁、データ図表多用） 

歯科専門家向けの「歯磨剤の科学」は、口腔保健剤としての歯磨剤について述べています。歯磨剤の

概論、基本的機能、薬用歯磨剤の効果、安全性、役割、歯磨剤によるセルフケアなどについて図や表

を用いて説明しています。 

 

 

＜４＞日本歯磨工業会の主な委員会活動のご紹介 

 

技術委員会：歯科衛生士養成校、歯科衛生士会等での特別授業（講演）開催 

日本歯磨工業会では技術委員会が中心となり、歯磨に関する正しい情報を提供することを目的に、 

平成５年から歯科衛生士養成校および歯科衛生士会へ専任講師や技術委員を派遣して特別授業、講演

会を開催しています。昨年度は３１件の特別授業を開催し、歯科衛生士養成校の学生１,４７０人の方

に受講いただきました。本年度も積極的な活動を展開します。 

＜特別授業（講演）開催件数＞ 

 歯科衛生士養成校 歯科衛生士会 合計 

平成２４年度 ２２ ５ ２７ 

平成２５年度 ３６ ６ ４２ 

平成２６年度 ３６ ２ ３８ 

平成２７年度 ３１ ０ ３１ 

平成２８年度 ３０ １ ３１ 



 

＜５＞日本歯磨工業会の取り組み 

 

高濃度フッ化物配合薬用歯みがきの注意表示等について 

 むし歯の予防に最も有効な方法としてフッ化物の利用があります。最近、日本でも口腔衛生がすすみ、

こどものむし歯の数がずいぶん減ってきてはいますが、口腔衛生の先進国であるフィンランドやノル

ウェー、アメリカなどの国と比べると、まだまだ充分とはいえません。 

むし歯が充分に減らない一因として、日本でのフッ化物の利用が充分でないことがあります。 

現在、日本で実施されているフッ化物の利用には、歯科医でのフッ化物歯面塗布、医薬品のフッ化物

配合洗口液、医薬部外品のフッ化物配合歯磨の利用があります。 

ところで、一般の店頭で広く販売されている医薬部外品、化粧品の口腔衛生用品に歯磨と洗口液があ

りますが、薬用歯みがき類の承認基準でフッ化物の配合が認められているのはペースト状や粉状など

の医薬部外品歯磨のみで、洗口液や液体ハミガキなどには認められていません。また歯磨剤のフッ化

物濃度の配合上限は、薬用歯みがき類の承認基準では 1000ppm（フッ素として）と定められており、

諸外国で採用されている国際基準（ISO）と比べて低くなっています。歯磨剤に配合可能なフッ化物

濃度の範囲を広げることは、むし歯が気になるお客様の健康増進にとって有益なことと考えられます。

この度、諸外国で採用されている国際基準（ISO）と同じくフッ素が 1500ppm を上限として配合さ

れた製品が、2017 年 3 月に厚生労働大臣により承認されました。 

日本歯磨工業会では、お客様がフッ化物を増量した歯磨剤を選択し適切にご使用いただくための調

査・検討を進めており、その一環として、フッ素の配合量の合計が 1000ppm を超え 1500ppm 以下

である高濃度フッ化物配合歯磨剤の製品に記載すべき注意表示の自主基準を作成しました。この自主

基準は、2017 年 3 月に厚生労働省から都道府県宛てにも通知されています。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件のお問い合わせ先： 日本歯磨工業会 岩崎 哲也 TEL ０３（３２４９）２５１１ 

 

〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 2-4 三報ビル 7F 

TEL03-3249-2511 FAX03-3249-2513  http://www.hamigaki.gr.jp/ 

http://www.hamigaki.gr.jp/


 

 ＜参考資料＞  

２０１７年５月１２日 

 

平成２８年度（1 月～12 月）歯磨出荷統計 

 

 

１．平成２８年度の出荷実績について        

平成２８年度の歯磨類全体の出荷実績は、数量では 531,824 千個、中味総量では 98,947 トン、金額では 

130,725 百万円となった。これを前年実績と比較すると、数量では 24,468 千個（＋4.8％）、中味総量では 6,674

トン（＋7.2％）、金額では 8,066 百万円（＋6.6％）の増加となり、いずれも前年の水準を上回った。 

 

２．分類別、剤型別の出荷実績について 

本統計は、薬機法の分類により歯磨を「化粧品の歯磨剤（以下「化粧品」という）」と、「医薬部外品の歯

磨剤（以下「医薬部外品」という）」とに分け、また、剤型が液状のものを「液体歯磨（以下「液体」という）」

と「洗口剤」とに分けて、それぞれ作成した。 

（１） 化粧品と医薬部外品の割合         

化粧品と医薬部外品の割合は、数量では化粧品 5.8％、医薬部外品 94.2％、中味総量では化粧品 11.7％、医

薬部外品 88.3％、金額では化粧品 5.7％、医薬部外品 94.3％となった。     

（２） 剤型別の実績          

・練・半練の合計は、数量では 444,296 千個、中味総量では 49,371 トン、金額では 95,628 百万円となって

おり、これを前年実績と比較すると数量では 19,023 千個（＋4.5％）の増加、中味総量では 1,782 トン（＋

3.7％）の増加、金額では 4,808 百万円（＋5.3％）の増加となった。なお、歯磨全体に占める練歯磨の割合

は、数量では 83.3％、中味総量で 49.8％、金額では 72.9％となっており、半練、潤製歯磨の歯磨全体に占

める割合は、金額で 0.3％であった。       

・液体と洗口剤の合計は、数量では 87,528 千個、中味総量では 49,576 トン、金額では 35,096 百万円となっ

ており、これを前年実績と比較すると数量では 5,445 千個（＋6.6％）、中味総量では 4,891 トン（＋10.9％）、

金額では 3,258 百万円（＋10.2％）の増加となった。なお、液体と洗口剤の歯磨全体に占める割合は、金額

で液体が 13.1％、洗口剤が 13.7％、合計 26.8％となっている。    

      

３．出荷実績前年比較（前年比）   

                                    

      

   

   

  

 

 

 

 

 

       （％） 

  数量 重量 金額 

練歯磨 104.5 103.8 105.4 

半練・他 90.2 60.9 77.8 

小 計 104.5 103.7 105.3 

液体歯磨 107.3 122.6 106.5 

洗口剤 106.1 102.5 114.0 

小 計 106.6 110.9 110.2 

合 計 104.8 107.2 106.6 



 

４．出荷実績の推移（平成 18 年～平成 28 年） 

歯磨類全体の出荷実績（金額）の推移をみると、平成１８年度の 82,628 百万円から平成２４年度には

100,000 百万円の大台に乗り、平成２８年度は 130,725 百万円となった。 

剤型別にみると、練・半練及び潤製歯磨の合計は、金額で 63,226 百万円から 95,628 百万円へ 32,402 百

万円の増加となった。数量は 358,135 千個から 444,296 千個へ、重量は 46,002 トンから 49,371 トンへ増加

した。いずれも、高付加価値化による単価の上昇と数量拡大が市場拡大に貢献している。１本当たりの重量

は減少。 

液体歯磨と洗口剤の合計では、金額で 19,402 百万円から 35,096 百万円へ大きく伸長し、15,694 百万円の

増加となった。数量は 59,557 千個から 87,528 千個へ、重量は 26,379 トンから 49,576 トンへいずれも増加

した。使用率の上昇による数量増が市場拡大に貢献しており、大型化も継続している。 

 

  歯磨類 出荷金額推移         （百万円） 

  18 年 19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 

練歯磨・半練他 63,226  67,785  69,909  70,418  70,825  75,035  77,964  79,405  87,738  90,655  95,628  

液体・洗口剤 19,402  19,788  19,868  21,228  23,142  24,277  25,287  26,714  28,673  31,703 35,096 

合 計 82,628  87,573  89,772  91,646  93,967  99,312  103,251  106,119  116,411  122,358 130,725 

 

 

 

以上 
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平成２９年度「歯と口の健康週間」にあたって 

 

日本歯磨工業会 会長 

濱田 和生 

 

「歯と口の健康週間」が今年も６月４日から１０日まで、全国的に展開されます。本週間の目的は、歯と

口の健康に関する正しい知識を国民の皆様に対して普及啓発するとともに、歯科疾患の予防に関する適切な

習慣の定着を図ることにあります。併せて、歯科疾患の早期発見、早期治療を徹底することにより、歯の寿

命を延ばし、国民の皆様の健康の保持増進に寄与することを目的としております。 

歯の健康だけでなく、歯を含めたお口全体の健康に意識を高めることにより、「お口からの全身健康への貢

献」を目指していくものです。 

当工業会においても、会員各社の理念と総意のもとに、歯磨についての正しい理解を助け、口腔保健の普

及に役立つ種々の活動を行っております。 

 

さて、昨年７月に発表された２０１５年の日本人の寿命は、男性が ８０．８歳、女性は８７．１歳とな

り、いずれも過去最高を更新し世界トップクラスの長寿国になっています。一方、過去１２年間を比較する

と、平均寿命の延びは健康寿命の延びを上回っており、その格差は若干広がる傾向にあります。  

健康寿命を延伸し、健康格差を縮小することは、健康長寿社会を実現するための国の課題でもあります。

厚生労働省が提唱する健康日本２１では、「歯と口腔の健康」分野における、う触予防と歯周病予防による健

康寿命の延伸が分野目標として設定されています。子供から大人までの全世代にわたり、口腔衛生意識をい

っそう高め、日常生活の中に浸透させていくことが、成人病等の全身疾患の予防につながり、国民の健康増

進・健康寿命の延伸に貢献するものと考えております。当工業会は、行政の施策や国民運動に支えられ、今

後も国民の健康づくりに貢献してまいります。 

当工業会でまとめた出荷統計によりますと、２０１１年の歯磨販売金額は、９９３億円でしたが、２０１

６年は１３０７億円となり、この５年間で３１４億円増、成長率では３１％増となりました。これには様々

な要因が考えられますが、健康日本２１に代表される国の施策の充実、歯科医や歯科衛生士を中心としたプ

ロフェショナルによるオーラルケアの重要性の啓発、そして、将来の自分や家族の健康に対する身近な取り

組みとして、お口の状態やライフステージごとのニーズに合ったオーラルケア製品を選ぶというセルフケア

意識の高まりがあると考えられます。 

このことは、国民の健康意識の高まり、即ち、お口の健康が｢全身の健康｣を保つ上でとても重要であるこ

とが認識されてきており、いつまでも元気で楽しく人生を過ごしていきたい、というニーズの高まりでもあ

ります。 

 

当工業会では、今年も「歯と口の健康週間」の意義と目的を周知するため、官民一体となった広報活動を

展開してまいります。活動の一環として例年通り、厚生労働省、文部科学省、日本歯科医師会等と協力して

「歯と口の健康啓発ポスター」の制作･配布をはじめ、標語募集キャンペーンなど幅広く展開し、「歯と口の

健康週間」の一層の盛り上げを図ってまいります。 

皆様方には格別のご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

以 上 


